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一

研
究
方
法

本
研
究

は

『
修
験
最
勝
恵
印
三
昧
耶
極
印
灌
頂
法
』
(『
日
蔵
』
46
・

21
)
に
伝
え
ら
れ
る
、
滅
罪
、
覚
悟
、
伝
法
の
修
験
の
重
要
な
儀
礼

で

あ
る
灌
頂

の
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
右
の
三
灌
頂
の
諸
作
法
を
、
恵
印
法
流

の
基
礎
と
な

る
真
言
小
野
流
に
伝
わ
る
伝
法
灌
頂
の
諸
作
法
と
対
比
し
、
異
同
特
質

を
明
ら
か
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
野
流
の
伝
法
灌
頂
の

作
法
と
し
て
は
勧
修
寺
刊
行
の
栄
海
式

『
三
昧
耶
戒
』
、
『伝
法
灌
頂
』

(金

胎
)
の
次
第
が
あ
り
、

こ
れ
は
内
容
が
詳
し
く
て
よ

い
資
料

で

あ
る
。
し
か
し
小
野
流
の
当
初
の
伝
法
灌
頂
の
構
造
を
知
る
た
め
に
は
、

小
野
六
帖
や
、
更
に
は
そ
の
も
と
に
な
つ
た

『
大
日
経
』
、
『略
出
念
諦

経
』
、
『
無
…畏
三
蔵
禅
要
』
『
受
菩
提
心
戒
儀
』
(以
上
何
れ
も
大
正
蔵
経
十

八
巻
)
を
も
精
査
し
、
伝
法
灌
頂
の
基
本
構
造
を
よ
く
把
握
し

て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
以
上
の
密
教
経
軌
等
に
よ
る
と
密
教
の
伝
法
灌

頂
は
、
深
秘
の
法
の
伝
授
と
と
も
に
、
滅
罪
と
発
菩
提
心
を
再
確
認
す
る

三
昧
耶
戒

が
併
せ
て
重
要
な
儀
礼
と
な

つ
て
い
る

そ
れ
は
修
験
の
滅

罪
と
伝
法
の
二
灌
頂
に
相
当
す
る
。
覚
悟
灌
頂

は
修
験
独
自
の
内
容
を

持
つ
灌
頂
で
あ
る
。
以
下
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。

二

滅
罪
灌
頂

修
験
の
滅
罪
灌
頂
は
密
教
の
三
昧
耶
戒
に
相
当
す
る
儀
礼
と
み
て
よ

い
。
こ
の
灌
頂
は
垢
繊
に
満
ち
た
身
心
を
浄
化

し
て
、
次
の
竜
樹
の
世

界
を
体
得
せ
し
め
る
覚
悟
灌
頂
の
下
準
備

の
儀
礼
と
み
ら
れ
る
。
身
心

を
浄
化
す
る
た
め
に
は
滅
悪
趣
菩
薩

の
マ
ン
ダ

ラ
を
観
じ
、
真
言
密
教

の
金
剛
界
法
に
出
る
擢
罪
等
の
印
言
を
も
つ
て
煩
悩
罪
障
を
除
去
さ
せ

よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

滅
悪
趣
菩
薩
を
観
ず
る
根
拠
は

『
大
日
経
』

に
除

一
切
蓋
障
三
昧
に

入
る
こ
と

(大
正
18
.
1
.
c
)『
無
畏
三
蔵
禅
要
』
に

二
切
蓋
障
三
昧
を

得
る
こ
と

(大
正
18
・
9
4
5
・
b
)
、
ま
た
護
摩
法
に
身
心
を
浄
化
す
る
た

め
に

『
喩
伽
護
摩
儀
軌
』
(大
正
18
・
9
1
9
・
a
)
に
滅
悪
趣
菩
薩
を
、
小

野

の

『
大
日
護
摩
』
に
も
滅
悪
趣
菩
薩
等
が
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

る
。
ま
た
三
昧
耶
戒
を
継
承
し
た
も
の
と
見
ら

れ
る
も
の
に

『
恵
印
灌

頂
受
者
加
持
法
』
(『
修
験
聖
典
』
2
7
8
)
が
あ
る
。
こ
れ
は
恵
印
灌
頂
を
授

修
験
恵
印
灌
頂

に
つ
い
て

(
八

田
)
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け
る
に
先
だ
つ
て
受
者
加
持

の
方
法
が
記
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容

は
三
帰
依
、
発
菩
提
心
、
三
昧
耶
戒
、
外
五
古
の
印
言
の
授
与
、
四
重
禁

戒

(不
捨
正
法
戒
、
不
捨
菩
提
心
戒
、
不
捨
樫
恪
戒
、
不
捨
有
情
戒
)
の
受
持
、

五
大
願

(衆
生
無
辺
誓
願
度
…
…
)
の
再
確
認
等
を
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

こ
の

『
恵
印
灌
頂
受
者
加
持
作
法
』
の
戒
は

『
大
日
経
』
(大
正
18

・

40
.
a
)
や

『
略
出
念
諦
経
』
(大
正
18

・
2
5
2

b
)
に
基
づ
く
も
の
で
、
そ

れ
は
ま
た
東
密
の
三
昧
耶
戒

の
重
要
な
部
分
と
な

つ
て
い
る
。
ま
た
こ

の
受
者
加
持
の
作
法
は

『
峯
中
正
灌
頂
作
法
』
(『修
験
聖
典
ハ』
1
3
0
-
1
3
1
)

の
中
に
、
そ
つ
く
り
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
受
者
加
持

の
作
法

が
修
験
の
灌
頂
を
行
う
際
に
な
さ
れ
た
の
は
、
後
世
の
附
加
か
、

当
初
か
ら
あ
つ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
東
密
の
、
し
か
も
小

野
流
の
伝
法
灌
頂
の
三
昧
耶
戒
の
作
法
の

一
部
が
そ
の
ま
ま
修
験
の
灌

頂
に
採

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
の
深

い
こ
と
で
あ
る
。

次
に
滅
罪
灌
頂
が
東
密
の
灌
頂
と
異
な
る
点
に
つ
い
て
み
て
い
き
た

い
。
修

験
恵
印
法
流
は
金
胎
不
二
の
大
日
を
教

義

の
中

心
と
す
る
か

ら
、
儀
軌
、

マ
ン
ダ
ラ
も
金
胎
不
二
の
立
場
を
貫
い
て
い
く

滅
悪
趣

の
マ
ン
ダ
ラ
は
、
中
尊
が
滅
悪
趣

(除
悪
趣
、
除

一
切
悪
趣
と
も
い
う
)

を
中
心
に
、
胎
蔵

マ
ン
ダ
ラ
除
蓋
障
院
の
九
尊
を
も

つ
て

マ
ン
ダ
ラ
の

主
要
部

を
構
成
し
、
そ
れ
に
金
剛
界

マ
ン
ダ
ラ
の
内
外
の
八
供
、

四
摂

の
十
二
尊
を
金
剛
界

マ
ン
ダ
ラ
の
配
位
に
よ
つ
て
配
し
、
更
に
八
護
方

神
の
男
女
神
を
配
し
て
マ
ン
ダ
ラ
を
組
織
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
(『
日

蔵
』
46
.
22
)
こ
れ
は
滅
悪
趣
尊
を
通
し
て
蓋
障
を
消
滅
し
、
八
供
四

摂
の
功
徳
に
よ

つ
て
救
済
さ
れ
、
八
護
方
神
に
よ

つ
て
清
浄
心
が
護
持

さ
れ
、

こ
こ
に
金
胎
不
二
の
世
界
が
体
得
さ
れ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し

た
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
滅
罪
灌
頂
の
次
第
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
『
極
印
灌
頂
三
舐
師
補

閾
分
軌
』
(『
日
蔵
』
46
.
89
)
に

よ
れ
ば
滅
悪
趣
等
の
九
尊
に
つ
い
て
は

『
胎
蔵
法
』
の
除
蓋
障
院
に
出

る
各
尊

の
真
言
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

『
金
剛
界
法
』
に
出
る
金

剛
眼
、

召
罪
、
擢
罪
、
業
障
除
、
成
菩
提
心
の
印
言
が
出
る
。

こ
れ
等

は
心
眼
を
聞
き
、

心
内
の
罪
障
を
引
き
出
し
、
悪
趣
を
打
ち
砕
き
、

一

切
の
行
為
を
浄
化
し
、
光
輝
あ
る
普
賢
の
人
格
を
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う

と
す
る
作
法
で
、
す
べ
て
金
剛
界
法
に
出
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
修
験

の
滅
罪
灌
頂
の
作
法
は
、
金
胎
両
法
の
繊
悔
、
除
蓋
障
、
煩
悩

推
破
の
作
法
を
通
し
て
、
身
心
を
浄
化
し
、
滅
悪
趣
の
精
神
を
体
得
し
、

こ
こ
に
始
め
て
竜
樹
の
浄
土
、
覚
悟
の
世
界
に
入
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
あ
る
と
す
る

三
 
覚
悟
灌
頂

覚
悟
灌
頂
は
修
験
独
自
の
灌
頂
で
あ

つ
て
、
、

修
験
の
特
色
は
こ
こ

に
見
ら
れ
る
。
特
に
登
覚
台
、
仏
果
輪
縁
、
度

欠
思
議
、
入
門
印
、
合

門
生
、
大
智
恵
印
、
環
輪
円
成
印
、
更
に
は
修

験
の
立
場
か
ら
の
無
所

不
至
の
印
言
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
等

の
も

の
は
修
験
の
結
縁
灌
頂

や
、
三
昧
耶
供
養
法
の
次
第
に
も
出
る
の
で
あ
る
。

覚
悟
に
示
さ
れ
た

マ
ン
ダ
ラ
は
竜
樹

マ
ン
ダ

ラ
で
あ

る
。
『極
印
灌
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頂
法
』
(
『日
蔵
』
46
・
24
)
に
示
さ
れ
た
も

の
を
見
る
と
、
中
尊

は
竜

樹
、
そ
の
廻
り
に
深
沙
、
弁
天
、
慈
氏
、
法
喜
が
配
さ
れ
、
そ
の
外
側

に
は
八
金
剛
童
子
が
配
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
マ
ン
ダ
ラ
は
何
を
表
わ
そ

う
と
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。

修
験
の
儀
軌
類
は
竜
樹
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
と
見
る
に
、

『
大
峰
道
場
荘
厳
自
在
儀
』
(『
日
蔵
』
46
・
61
)
で
は
、
竜
樹
は
修
験
の

法
を
小
角
、
聖
宝
に
吾
げ
、
竜
樹
の
教
え
は
都
率
天
に
生
じ
、
竜
樹
の

宝
簾
を
開
け
ば
密
厳
、
華
厳
界
を
現
じ
、
本
有
修
正
の
宝
蓮
華
台

の
証

得
は
大
峰
都
率
天
の
内
宮
に
至
る

(趣
意
)

と
い
い
、
『
霊
異
相
承
恵

印
儀
軌
』

(『
日
蔵
』
46
・
71
)
は
竜
樹
は
身
色
白
肉
に
し
て
五
如
来

の
宝

冠
を
得
て
、
理
智
倶
密

(金
胎
不
二
)
の
妙
理
を
説
き
、
西

方
浄
土

に

在
り
と
説
く

そ
し
て
竜
樹

の
世
界
は
竜
樹

マ
ン
ダ
ラ
を
観
ず
る
こ
と

に
よ
つ
て
、
自
己
の
内
面
に
体
得
出
来
る
こ
と
を
説
く
。
『
三
舐
師
補

闘
分
軌
』
(『日
蔵
』
46
・
89
)
は
山
伏

の
系
筋
は
竜
猛

(竜
樹
)
よ
り
直

に
尊
師

(聖
宝
)
に
至
る
と
説
き
、
『
恵
印
灌
頂
三
尊
法
』
(『
修
験
聖
典
』

卿
)
は
七
宗
に
は
最
高

の
高
祖
、
真
言
に
は
第
三
の
大
聖
な
り
と
し
、

『
修
験
恵
印
総
漫
學
羅

(『
日
蔵
』
46
・
2
5
0
)

に
は
竜
樹
大
士
の
心
蔵

の
秘

説
な
り
と
示
さ
れ
、
『
修
験
最
勝
恵
印
三
昧
耶
法
玄
深

口
決
』
(『
日
蔵
』

46
・
1
1
7
)
に
は
顕
密
併
教

の
尊
と
説

い
て
い
る
。

今
こ
れ
等
の
説
か
ら
見
る
に
、
竜
樹
の
信
仰
は
、
大
峰
修
験
の
深
層

性
と
多
様
性
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
古
く

は
弥
勒
信
仰
が
あ
り
、
都
率
天
往
生
を
通
し
て
弥
勒
下
生
を
願

い
、
そ

れ
が
密
教

の
即
身
成
仏
の
信
仰
と
結
び
合

つ
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
が
や

が
て
阿
弥
陀
信
仰
と
結
び
つ
き
竜
樹
の
浄
土
は
西
方
極
楽
界
に
あ
る
と

示
さ
れ
た
こ
と
。
ま
た
雲
上
高

い
都
率
天
浄
土
を
大
峰
山
上
に
具
ハ体
化

し
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
大
峰
を
弥
勒
の
浄
土
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ

に
生
れ
る
人
格
体
を
南
都
大
乗
仏
教

の
教
学

の
始
祖
、
竜
樹
を
も

つ
て

示
し
、
竜
樹
を
妙
雲
相
如
来

(『
修
験
聖
典
』
螂
)
と
崇
拝
す
る
。

こ
こ

に
も
雲
上
の
神
格
と
し
て
大
峰
山
上
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
が
、

こ
の

妙
雲
相
と
い
う
語
は
、
仏
法
を
雲
に
た
と
え
た
法
雲
d
h
a
r
m
a
-
m
e
g
h
a

か
ら
来
た
こ
と
で
、
そ
の
用
例
は

『
華
厳
経
』
(
大
正
9
・
痂
上
)
『
八
十

華
厳
』
(大
正
10
・
4
1
8

中
)
に
出
る
と
い
う
。
(中
村
元

『仏
教
語
辞
典
』
一

二
八
八
)
こ
の
よ
う
に
見
る
と
大
峰
山
の
信
仰
に
は
弥
勒
信
仰
が
あ
り
、

そ
れ
は
ま
た
法
相
宗
の
教
義
と
関
連
し
、
竜
樹
信
仰
は
南
都
仏
教
の
共

通
の
租
で
あ
る
竜
樹
と
関
わ
る
と
と
も
に
華
厳

の
教
義
と
関
係
す
る
。

そ
の
こ
と
は
興
福
寺
、
東
大
寺
の
系
統
の
修
験
集
団
の
関
連
を
意
味
す

る
。
そ
し
て
ま
た
南
都
仏
教
は
法
華
繊
法
を
重
視
す
る
か
ら
、
修
験
の

教
義
に
は
当
然
に
法
華
の
思
想
が
混
入
す
る
。

こ
の
よ
う
な
地
盤
の
上

に
東
密
、
台
密
の
思
想
が
覆

つ
て
平
安
密
教
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
は
い

く
。
し
か
し
根
底
に
は
南
都
仏
教

の
修
験

の
伝
統

が
厳
然
と
し
て
あ
り
、

そ
れ
が
常
に
修
験
の
独
自
性
を
保
と
う
と
し
て
、
竜
樹
法
や
マ
ン
ダ
ラ

を
作
成
し
、
修
験
は
竜
樹
の
正
嫡
と
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
な
ら
竜
樹

マ
ン
ダ

ラ
の
示
す
内
容
も
よ
く

理
解
さ
れ
よ
う

竜
樹
を
取
り
巻
く
、
慈
氏
は
弥
勒
信
仰
を
、
法
喜
は

修
験
恵
印
灌
頂
に

つ
い
て

(
八

田
)
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葛
城
山

の
神
格
で
あ
り
、
小
角

の
象
徴
で
あ
る
。
弁
財
は
吉
野
川
、
熊

野
川
、

宮
川
の
分
水
の
峯
で
あ
り
、
水
神
の
源
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

深
沙
は
山
の
守
護
神
で
あ
る
。
八
金
剛
童
子
は
金
剛
蔵
王
の
護
方
神
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
密
教
の
八
護
方
神
の
変
形
と
見
倣
す
こ
と
が
出
来
る
。

金
剛
蔵

王
は
修
験
独
自
に
案
出
さ
れ
た
密
教
の
教
令
輪
身
に
相
当
す
る

尊
で
あ

る
。
し
た
が
つ
て
修
験
恵
印
の
不
二
大
日
と
い
つ
て
も
そ
れ
は

単
に
平
安
密
教
の
教
理
の
み
で
は
な
く
、
古
く
南
都
仏
教
の
諸
思
想
を

含
ん
だ
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
点
修
験
恵
印
法
流
は
真
言
小
野
流
と

異

つ
た
性
格
を
持

つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

伝
法
灌
頂

覚
悟
灌
頂
を
受
け
て
竜
樹
の
浄
土
を
体
得
し
た
も
の
は
、
そ
れ
は
そ

の
ま
ま
全
胎
不
二
の
大
日
の
世
界
を
証
得
し
、
修
験
の
世
界
の
秘
奥
を

極
め
得
た
も
の
と
し
て
伝
法
灌
頂
が
授
け
ら
れ
る
。
『
修
験
極
印
灌

頂

法
』
の
次
第
は
簡
略
す
き
て
内
容
が
は

つ
き
り
分
ら
な

い
。
そ

こ
で

『修
験
極
印
灌
頂
法
秘
口
決
』
(『
日
蔵
』
46
・
1
6
1
)
を
参
照
し
て
み
る
こ

と
に
す
る
。

こ
の

『
口
決
』
に
よ
れ
ば
灌
頂
道
場
は
屏
風
を
も
つ
て
道

場
を
仕
切
り
、
受
者
は
こ
の
中
で
灌
頂
を
授
か
る
。
そ
こ
で
は
密
教
の

灌
頂
と
同
様
に
玉
冠
、
五
古
印
、
金
箆
、
明
鏡
、
輪
が
授
け
ら
れ
る
こ

と
に
な

つ
て
お
り
、
ま
た

『
恵
印
灌
頂
調
方
井
図
』
(『修
験
聖
典
』
3
3
7
)

に
は
天
蓋
、
宝
冠
、
蓮
座
の
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
見
る
と

修
験
の
伝
法
灌
頂
の
儀
礼
は
、
全
く
真
言
小
野
流
の
そ
れ
と
同
じ
内
容

の
儀
礼

で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
伝
法
灌
頂
の
時
に
護
摩
を
併
せ
修
す
る

の
も
小
野
流
と
同
じ
で

あ
る
。
た
だ
異
な
る
点
は
密
教
の
崇
拝
対
象
は
胎
蔵
又
は
金
剛
界

の
諸

尊
で
あ
る
の
に
対
し
、
修
験
の
そ
れ
は
修
験
の
特
性
を
も
つ
た
尊
と
金

胎
不
二
の
綜
合
し
た
尊
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
金
剛
界
37
尊
に
修
験
の
尊

と
し
て
竜
樹
、
法
喜
、
深
沙
、
弁
財
、
慈
氏

(以
上
は
覚
悟
灌
頂
の
尊
)
、不

動
、
愛
染
、
金
剛
童
子
、

二
乗
峰
中
諸
尊
、
胎
蔵
の
普
賢
、
文
殊
、
観

自
在
、
弥
勒
の
四
尊
、
天
部
等

の
諸
尊
を
加
え
た
大
部
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
等

の
尊
を
体
系
的
に
ま
と
め
た
も
の
に

『
修
験
恵
印
総
漫
學
羅
』

が
あ
る
。
む
す
び

以
上
修
験
恵
印
法
流
の
灌
頂
は
密
教
の
三
昧
耶
戒
、
伝
法
灌
頂

の
儀

礼
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
が
、
新
に
竜
樹
の
世
界
を
体
得
さ
せ

る
覚
悟
灌
頂
を
設
け
た
こ
と
に
そ
の
特
色
が
あ
る
。
そ
し
て
表
向
き
に

は
真
言
密
教
の
教
理
を
採
り
入
れ
て
は
い
る
が
、
山
岳
科
撒
の
練
行
を

通
し
て
何
れ
の
宗
派
も
超
越
し
て
、
修
験
の
世
界
が
体
験
さ
れ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
修
験
の
儀
軌
の
本
質
は
竜
樹
法
に
あ
る
と
み
て
よ
い

の
で
あ
る
。
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